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荏原製作所

化学、機械、電機、エネルギー、自動車産業など幅広い業界から
化学と物理を両方学んだ学生が、“今”、求められています。主な就職先

※就職先企業等は、大学院工学府（博士前期課程）修了者の就職先を含む。

● JR中央線「東小金井駅」下車、
　南口徒歩約8分、nonowa口徒歩約6分
● JR中央線「武蔵小金井駅」下車、
　徒歩約20分

東小金井駅

モスバーガー
不動産屋

郵便局

社会医学
技術学院
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小金井キャンパス
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小金井キャンパス

JR中央線

1 1号館
2 2号館
3 3号館
4 4号館
5 5号館
6 6号館
7 7号館
8 8号館
9 9号館
10 10号館
11 11号館
12 12号館
13 13号館
14 14号館
15 工学部講義棟
16 新1号館
17 小金井図書館
18 BASE本館
19 工学部総合会館
20 CAD/CAM実習施設
21 先端産学連携研究
 推進センター
22 科学博物館
23 先端科学実験棟
24 環境管理施設

25 ものづくり創造工学センター
26 体育館・武道場
27 工学部RI実験研究室
28 小金井国際交流会館
29 欅寮（男子寮）
30 桜寮（女子寮）
31 小金井第2宿舎
32 140周年記念会館
 （愛称：エリプス）

33 次世代キャパシタ
 研究センター
34 管理棟（愛称：CUBE）
 （小金井地区事務部）

小金井キャンパスへのアクセス

〒184-8588 東京都小金井市中町2-24-16
TEL:042－388－7403
E-mail :sec_bio@cc.tuat.ac.jp

http://www.tuat.ac.jp/eng-chemphys/

OPTIMIZATION OF ENERGY 
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AND HIGHLY EFFICIENT 
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1年 2年 3年 4年

4年生になると各研究室に所属し、最先端の研究を自らの手で行いま
す。エネルギー・環境に代表される現代の課題に対して幅広い視点でと

らえる総合工学の一端を皆さんが担います。環境発電技術、新素材創

製、機械情報コミュニケーション、新型太陽電池、微粒子工学、反応・分

離操作、バイオ医薬品等社会を支える研究を行っています。

エネルギー・環境等の地球規模の

課題を解決し、新産業を創出する課

題解決力を身につけるには、化学と

物理の総合的理解が必要です。本

学科では、総合的理解が必要な課

題、例えば、「新素材を用いた高効

率・低環境負荷のエネルギー変換デ

バイスの開発」など、社会的ニーズ

が高い課題に挑戦する高度グロー

バルエンジニアを育成します。

化学産業のスマート化と超スマート社会の実
現に向けて、化学工学の知識と人工知能や
最適化、シミュレーションの手法を駆使して、
化学プラントの運転・制御を中心に、高品質
な製品を高効率かつ安全に生産するための
方法について研究しています。

プロセスシステム工学研究室
教授 山下 善之

自然科学・社会科学の分野で生じる複雑な協
力現象の中で最も単純な例が磁性体の秩序
形成（相転移）です。磁性体を研究対象とし、
スピン・結晶格子・電荷がもつ自由度の絡み
合いにより生じる相転移現象の学理の追求と
新規相転移現象の探索を目指します。

磁気物性工学研究室
教授 香取 浩子

医薬品、食品に多用されている結晶性物質の
生産手法について研究開発を行っています。
結晶粒子をより高品質、高機能にするための
製造手法が研究対象です。電池材料などエ
ネルギー関連物質も対象です。

異相界面工学研究室
教授 滝山 博志

生体高分子をはじめ様 な々ナノスケール材料
が、ガス雰囲気下や溶液中などの実環境下
で発現する機能と構造との関係を明らかにし
ます。そのために、実環境でのナノ構造の高
精度観察を可能にする電子顕微鏡装置や電
子顕微鏡法の開発を行います。

量子ビーム工学研究室
教授 箕田 弘喜

地球環境に存在する様 な々微生物の生き様
を正しく理解し、環境浄化にとって有用な種
類の探索・獲得を行います。獲得された有用
微生物を制御することにより、省エネ型水処
理、排水中に含まれる資源回収、温室効果ガ
ス排出削減に向けた技術開発を行います。

環境・材料産業技術研究室
教授 寺田 昭彦

高効率なマイクロリアクターの設計、操作法の
開発等マイクロ化学プロセスに関する研究、
化学プロセスへの非定常操作の応用に関す
る研究、持続可能なエネルギー変換プロセス
に関する研究、ウルトラファインバブルの応用
に関する研究等に取り組んでいます。

反応工学研究室
准教授 桜井 誠

映像による情報コミュニケーションという観点
から、演劇（特に初期近代イギリス演劇）とその
映画化作品を、映像技術の誕生と発展、作劇
法と映像技法の進展や変化、作品の文化的
背景と時代性等を軸に、研究しています。

物理情報コミュニケーション学研究室
教授 森 祐希子

廃棄物をメタン発酵や炭化などによりエネル
ギーや肥料へと変換する技術の開発や、肥
料を施肥した土壌における水質や温室効果
ガスの生成機構の解明・制御の研究を通じ
て、環境にやさしい廃棄物の資源循環に貢献
します。

環境バイオエンジニアリング研究室
准教授  利谷 翔平

循環型資源であるバイオマスからのバイオ燃
料油やバイオマテリアルの製造や触媒を用
いた化石燃料や植物油からのクリーン炭化
水素の製造で環境に調和するクリーンエネル
ギー・マテリアルの変換技術に関する研究を
取り込んでいます。

物質機能応用研究室
教授 銭 衛華

数ｎｍ～数μｍ程度の大きさの微粒子の構造
や表面状態、微粒子間相互作用を実験と計
算シミュレーションを用いて求め、微粒子の凝
集、力や熱による粒子集合体の再配列、焼結
現象等を基礎的に解明しています。

物質エネルギーシステム研究室
教授 神谷 秀博

エネルギーを合理的に使うことを目指し、排
熱から冷熱を発生する熱駆動冷凍機の高性
能化、分散型エネルギーシステムのモデル分
析、太陽エネルギー利用に向けた集光・集熱
デバイスなどを研究しています。

エネルギーシステム解析研究室
教授 秋澤 淳

機能性高分子ゲル材料の開発と材料の製造
プロセスおよび材料を利用する工業・環境・
エネルギー・医薬プロセスに関する研究。具
体的には、吸着分離材、触媒担体、薬物徐放
材料などを開発し、それに関連して微粒子や
多孔質など構造制御技術も確立します。

物質分離工学研究室
准教授 徳山 英昭

我々の研究室では、蜂の巣状の孔を空けた透
明な金属酸化膜に透明な導電材料を埋め込
んだ新たな構造を作製し、透明な次世代不揮
発性メモリー（ReRAM）への応用を図ること
を目的としています。

量子機能工学研究室
准教授 森下 義隆

省エネルギー技術として有望な、機能膜を用
いた分離技術の研究を行っています。新し
い膜分離技術の開拓や機能膜そのものの開
発にとどまらず、膜性能に大きな影響を与え
る膜中のミクロな分子運動（移動物性・モビリ
ティ）にも着目しています。

物質分離工学研究室
准教授 大橋 秀伯

非常に強い光と物質が相互作用するときに
現れる物質の多彩な応答を、新たな応用へと
結びつけるための研究を行っています。フェ
ムト秒レーザーを使い、ナノサイズの物質制
御手法の開発に挑んでいます。

量子電子工学研究室　
准教授 宮地 悟代

光は「粒子」の性質と「波動」の性質を兼ね
そなえた「量子」として振る舞いますが、量子
コンピューターや量子テレポーテーションなど
につながる、古典的な波としての限界を越え
た光の性質についての光についての研究を
行っています。

量子光工学研究室
准教授 室尾 和之

スピン偏極した気体原子と光、原子、固体表
面との相互作用を研究しています。物理の基
盤研究としての重要性や面白さとともに、原
子を使った精密計測、量子計測の応用研究と
して電気工学、表面化学、材料科学と関係し
ながら発展する楽しみがあります。

原子過程工学研究室
教授 畠山 温

気中・液中を浮遊する微粒子の挙動に着目
して、固定化や計測、機能性材料合成法の開
発、実際の環境中での輸送現象とその影響の
解明に取り組んでいます。

物質機能設計研究室
教授 Wuled Lenggoro

有機材料を中心とした新規半導体材料の電
子物性・光物性に関する実験的研究をしてい
ます。特に有機材料や有機・無機ハイブリッド
材料を半導体に用いた電子素子や太陽電池
の研究と、そのための薄膜成長や結晶性、ナ
ノ構造の制御の研究を行っています。

有機電子工学研究室
准教授 嘉治 寿彦

気相反応を用いてナノメートルからセンチメー
トルの幅で大きさの異なるシリコンを効率的に
作る方法を研究しています。また、分散液を塗
布乾燥して薄膜が生成するメカニズムの研究
もしています。世の中に不可欠な材料や手法
を開発し、社会に貢献します。

物質機能応用研究室
准教授 稲澤 晋

プロセスのモデリング・設計・監視・制御・最適
化を合理的に行う手法の開発と応用を行なっ
ています。特に製造データに基づくモデリング
を基盤技術としており、化学、医薬品、燃料電
池へ応用しています。

プロセスシステム工学研究室　
准教授 金 尚弘

再生可能エネルギーを大規模に導入するた
めの課題解決に向けて、システム解析の手法
を駆使して様 な々規模のエネルギーシステム
をモデル化し、システムの設計や技術の導入
効果の評価を行っています。

環境機械システム研究室
准教授 池上 貴志

言語の構造体（複合語、構文など）の内部構
造・意味性質に関する実証的研究。特に、言
語と人間の認知能力の関わりという観点か
ら、構造体の形式と意味の間に存在する非恣
意的なリンクについてのコーパス準拠型研究
を行っています。

化学情報コミュニケーション学研究室
講師 陳 奕廷

エネルギー、新素材、環境という3つ
の軸を中心に幅広く化学、物理、電

気、機械系分野をカバーする他大学

にはないオンリーワンの学科です。

基礎となる化学、力学、熱力学、電

磁気学、量子力学、数値解析を体系

的に学び、「化学工学」と「物理工

学」の2コースと3つの軸に対応した
科目群を選択することで、専門をよ

り深めることができます。

インターンシップ 科学技術英語

熱統計力学および演習

エンジニアリング製図演習

科学技術者倫理

画像情報工学微分方程式Ⅱ

微分方程式Ⅰ ベクトル解析 数理統計学

有機化学

工業熱力学

移動現象論および演習

分析・機器分析化学

量子力学および演習

エレクトロニクス基礎

電磁気学および演習

生物化学

システム工学基礎

プロセス制御工学

先端化学
物理工学概論

化学物理工学
先端プロジェクト

化学物理工学
実験Ⅰ/Ⅱ

地学実験

地学

情報応用プログラミング

情報プログラミング

物理学基礎Ⅱ物理学基礎Ⅰ

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰおよび演習

微分積分学Ⅱおよび演習

化学物理基礎

化学物理工学基礎プロジェクト

化学物理数学

化学物理工学概論

無機化学基礎化学基礎

有機化学基礎

ケミカルエンジニアリング基礎

生物学基礎

数
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化
学
・
生
物
系
科
目

物
理
・
電
気
系
科
目

プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン
工
学

卒
業
論
文環境計測工学

環境科目パッケージ

環境科学

バイオプロセス工学

エネルギー変換工学

エネルギープロセス工学

エネルギー科目パッケージ

エネルギーシステム工学

新素材科目パッケージ

高分子工学

光エレクトロニクス

電気電子材料工学

電子物性工学

化学工学コース

拡散分離工学

粉粒体プロセス工学

反応速度論

電磁波工学

電子デバイス工学

電気回路理論

反応工学

化学工学実験

ナノ量子
材料工学

物理工学実験

物理工学コース

研
究
室
体
験
配
属

化学と物理をベースに持続可能な
社会を実現する技術者の養成

化学物理工学科

教育目標 学科の特徴

エネルギー変換・利用の最適化 低環境負荷・高効率生産システム 環境発電技術 新素材創製 環境計測デバイス

数学、化学、物理などの基礎科目および、化学工学と物理工学をバランス良く履修するカリキュラムです。専門科目では

エネルギー、新素材、環境の3つのキーワードを重視し、科目群を用意しています。研究室配属により実践的な課題解決
力を身に着けます。

学びのキーワード

カリキュラム

表
の
微
調
整
行
っ
た
こ
と
を
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化学反応による液体界面の流動制御の学理
の構築を目指した基礎研究と、その特に環境
エネルギー分野への貢献を目指した応用研
究（具体的には新規な石油の増進回収プロセスの
創出を目指した研究）に取り組んでいます。

異相界面工学研究室
教授 長津 雄一郎

今後の私たちにとって持続可能な社会実現
のために、化石燃料利用の徹底した高効率化
と再生可能エネルギーの大幅な利用拡大を
図ることが必要不可欠です。以下の課題につ
いて、実験とプロセス設計の両方の研究をし
ています。

化学エネルギー工学研究室
教授 伏見 千尋

強磁性体の磁気的性質と半導体の光学的性
質に着目し、新しい光情報信号処理回路・高
感度バイオセンサ・ガスセンサを実現する基盤
技術の研究を行っています。

電子機能集積工学研究室
教授 清水 大雅


